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取扱書店ノーベル賞受賞者業績事典
　新訂第4版

　定価9,900円（本体9,000円＋税10％）
　ISBN978-4-8169-2990-8 冊

＊「内容見本」は、裏面をご覧ください。

●1901年の創設から2023年度まで、ノーベル賞各
部門の全受賞者・団体を網羅した完全な業績事典
です。前版『ノーベル賞受賞者業績事典 新訂第3
版―全部門855人―』（2013.1刊）以降の受賞者・団
体のデータを追補した10年ぶりの最新版。

●前版刊行後に受賞した約130人を追加、前版収録
の受賞者についても最新の情報に更新しました。

●生没年、国籍、生い立ち、経歴、著作、参考文献
などに加え、業績や受賞理由などノーベル賞の受
賞に関連する事項についてわかりやすく解説して
います。

●「分野別受賞者名一覧」「事項索引」付き。

ノーベル賞人名事典編集委員会 編
A5・850頁　定価9,900円（本体9,000円＋税10％）
ISBN978-4-8169-2990-8　2024年1月刊行

● 創設（1901年）から2023年度まで全受賞者991人・団体を収録 ●

ノーベル賞
受賞者業績事典
新訂第4版

収録例

文学賞： 1949年　フォークナー，Ｗ．Ｃ．（アメリカの作家）
 1950年　ラッセル，Ｂ．Ａ．Ｗ．
 　　　　　（イギリスの哲学者・論理学者・社会思想家・平和運動家）
 1954年　ヘミングウェイ，Ｅ．Ｍ．（アメリカの作家）
 1968年　川端 康成（日本の小説家）
 2015年　アレクシエーヴィチ，Ｓ．
 　　　　　（ベラルーシの作家・ジャーナリスト）

物理学賞： 1921年　アインシュタイン，Ａ．（ドイツ,スイスの物理学者）
 1932年　ハイゼンベルク，Ｗ．Ｋ．（ドイツの物理学者）
 1949年　湯川 秀樹（日本の物理学者）
 1962年　ランダウ，Ｌ．Ｄ．（ソ連の物理学者）
 1965年　ファインマン，Ｒ．Ｐ．（アメリカの物理学者）

平和賞： 1917年・1944年・1963年　赤十字国際委員会
 　　　　　（1863年10月29日に創設）
 1952年　シュヴァイツァー，Ａ．
 　　　　　（フランスの哲学者・神学者・医師・音楽家）
 1989年　ダライ・ラマ14世（中国の政治家・宗教指導家）
 2000年　金 大中（韓国の政治家）
 2009年　オバマ，Ｂ．（アメリカの政治家・弁護士）
 2012年　欧州連合（ヨーロッパの地域統合体）

経済学賞： 1974年　ハイエク，Ｆ．Ａ．（オーストリアの経済学者）
 1976年　フリードマン，Ｍ．（アメリカの経済学者）
 1998年　セン，Ａ．Ｋ．（インドの経済学者）
 2001年　スティグリッツ，Ｊ．Ｅ．（アメリカの経済学者）
 2008年　クルーグマン，Ｐ．Ｒ．（アメリカの経済学者）

化学賞： 1908年　ラザフォード，Ｅ．Ｌ．Ｎ．
 　　　　　（イギリス,ニュージーランドの物理化学者）
 1951年　シーボーグ，Ｇ．Ｔ．（アメリカの物理化学者）
 1977年　プリゴジン，Ｉ．（ベルギーの物理化学者）
 2001年　野依 良治（日本の化学者）

生理学医学賞：
 1904年　パブロフ，Ｉ．Ｐ．（ソ連の生理学者）
 1912年　カレル，Ａ．（フランスの外科医）
 1962年　ワトソン，Ｊ．Ｄ．（アメリカの分子生物学者）
 1973年　ローレンツ，Ｋ．（オーストリアの生物学者）
 2012年　山中 伸弥（日本の医学者）
 2018年　本庶 佑（日本の分子生物学者）



『ノーベル賞受賞者業績事典 新訂第4版』内容見本

サイモン, H. A.
Simon, Herbert Alexander
1916.6.15-2001.2.9

経済学賞　1978年　アメリカの経済学者
経　歴　1916年6月15日、アメリカ北中
部のウィスコンシン州ミルウォーキー
に生まれる。36年シカゴ大学卒業。同
年同大学研究員、39年カリフォルニア
大学行政研究所研究員を経て、42年イ
リノイ工科大学助教授に就任。翌43年
政治学博士号（シカゴ大学）取得。47
年イリノイ工科大学教授、49年カーネ
ギー・メロン大学教授に就任。69年特
別科学貢献賞、75年A.M. チューリング
賞受賞。78年には経済組織内における
意思決定過程に関する研究によりノー
ベル経済学賞を受賞。37年ドロシア・
パイと結婚。一男二女がいる。2001年2
月9日、ピッツバーグの病院で死去。享
年84歳。

業績・受賞理由　サイモンは行動的科学組織
論の創始者の一人で、人間の思考と問
題解決課程のシミュレーションを行い、
“人工知能の父”ともいわれる。サイモ
ンの意思決定に関する研究の出発点と
なったものは、45年に出版した「経営
行動」であった。人間が意思決定する
際、その決定を行うための知識、予測
などはいずれも不完全であり、人間理
的行動には限界があることを指摘、意
思決定における満足化行動を主張し
た。57年13の学術

ラビン, Y. 
Rabin, Yitzhak
1922.3.1-1995.11.4

平和賞　1994年　イスラエルの政治家・軍人
経　歴　1922年3月1日、ロシア移民の電気
工ネヘミアの子としてエルサレムに生まれ
る。パレスチナのユダヤ人のための学校で
あるカドウリ農学校を優秀な成績で卒業す
るが、当初目指していた農業の道から、説
得されて軍人の道へ進む。第二次大戦中は
レバノンに侵攻したイギリスとオーストラ
リアの軍隊で活躍し、その後ヴィッシー・
フランスの配下におさまる。その後は、イ
スラエル国防軍の前身ハガナーの戦闘部隊
“パルマハ”で活躍。48年のパレスチナ戦
争（第一次中東戦争）ではハレル師団を指
揮してエルサレム地域で戦い、56年にはイ
スラエル国防軍北部方面司令官に就任。64
年に参謀総長となり、67年の第3次中東戦
争をダヤン国防相とともに指揮し、6日間
で勝利に導くなど軍事的な英雄となった。
68年退役し73年までアメリカ駐在大使。73
年の総選挙でイスラエル労働党所属のクネ
セト（国会）の議員に選ばれ、メイヤー内
閣の労相に就任。74年メイヤー首相のあと
を継いで首相に就任。77年の総選挙前の労
働党党首選挙でS.ペレス国防相に党首の座
を奪われ、総選挙でもベギン率いるリクー
ドに敗退。84年の総選挙後に成立した労働
党とリクードとの大連立政権では国防相に
就任。87年末に始まったインティファーダ
（反イスラエル占領闘争）に際してはタカ
派ぶりを発揮。90年連立政権の崩壊によ
り、再び野党議員となるが、92年の労働党
党首選挙でペレスを破り、15年ぶりに党首
の座に返り咲く。この年の総選挙で第1党
となり中道・左派連立政権の首相に就任。
リクード政権時代に推進された占領地への
入植地建設政策を見直し、またパレスチナ
解放機構（PLO）との接触を禁じた反テロ
リスト法を改正。93年PLOのY. アラファ
ト議長との交換書簡により、PLOとイスラ
エルの相互承認を実現させ、パレスチナ暫
定自治協定調印に導いた。94年中東和平で
の歴史的和解への道を開いたとして、ペレ

ス、アラファトとともにノーベル平和賞を
受賞。しかし、95年11月4日テルアビブで
開かれた中東和平の平和集会会場で、和平
路線に反対する極右ユダヤ人学生の凶弾に
倒れた。48年に結婚し、息子のユバルと娘
のダリア（99年に国会議員に当選）がいる。
業績・受賞理由　93年9月、PLOのアラファト
議長との交換書簡によりPLOとイスラエル
の相互承認を実現し、パレスチナ暫定自治
協定調印に導いた。調印式はワシントンの
ホワイトハウスで行われ、ホワイトハウス
の芝生に立つ姿が印象的であった。94年中
東和平での歴史的和解への道を開いたとし
て、ペレス、アラファトとともにノーベル
平和賞を受賞。受賞の際には、「賞はイス
ラエルの全家族、特にアラブとの戦争で亡
くなった人、傷ついた人に与えられた」と
語った。
著　作　ラビン回想録　竹田純子訳　ミルト
ス　1996
参考文献　遺志―ラビン暗殺からの出発　堅
達京子著　日本放送出版協会　NHKスペ
シャル　1998
◇悲しみと希望―ラビン首相の孫が語る祖
父、国、平和　ノア・ベンアルツィ・ペロ
ソフ著,石坂廬訳ミルトス　2013

大江健三郎
オオエ, ケンザブロウ
1935.1.31-2023.3.3

文学賞　1994年　日本の小説家・評論家
経　歴　1935年1月31日、愛媛県喜多郡大
瀬村（現・喜多郡内子町）に生まれる。
母と祖母は村の語り部で大江に日本の神
話や歴史をよく語ってきかせたという。
45年の終戦をむかえ、学校で新たに教え
られた民主主義に共感し上京を決意。18
歳で上京し、渡辺一夫教授に憧れ、一浪
して東京大学仏文学科へ進学。渡辺を終
生の恩師と仰ぐ。フランス・ルネッサン
ス期、特にF.ラブレーを研究、これを
きっかけに、執筆活動にはいる。58年に
黒人兵捕虜と村の子供たちの、のどかで
しかも残酷な関係を描いた「飼育」で芥
川賞受賞。59年大学を卒業。76年メキシ
コ大学院大学コレヒオ・デ・メヒコ客員
教授。受賞は数多く、主なものとして67
年「万延元年のフットボール」で谷崎潤
一郎賞、73年「洪水はわが魂に及び」で
野間文芸賞、84年「河馬に嚙まれる」で
川端康成文学賞を受賞。77～85、90年に
は芥川龍之介賞の選考委員を務める。88
年に三島由紀夫賞選考委員、89年には日
本ペンクラブ副会長も務めた。96年プリ
ンストン大学客員教授、ほか日本文芸家
協会理事や読売文学賞選考委員などを歴
任。94年ノーベル文学賞受賞。ただしこ
の年の文化勲章受章は辞退した。94年の
夏、40年近い作家生活に終止符を打つと
大きく報道されたが、のちに執筆復活を
宣言。97年米国芸術アカデミー外国人名
誉会員に選ばれる。2000年義兄である映
画監督の伊丹十三を描いた小説「取り替
え子」を刊行。05年には「さようなら、
私の本よ！」を刊行し、「取り替え子」
「憂い顔の童子」と併せて〈チェンジリ

ング3部作〉が完結。13年に発表した「晩
年様式集（イン・レイト・スタイル）」
が最後の小説となった。02年レジオン・
ドヌール勲章コマンドール章受章。05年
自らの名前を冠した大江健三郎賞が創設
される。また、社会的な発言も積極的に
行い、04年には憲法9条の堅持を求める市
民団体 “九条の会”の呼びかけ人とな
り、東日本大震災以後は反原発のデモや
集会にたびたび参加した。夫人は愛媛の
高校時代の親友伊丹十三の妹で、二男一
女の父。長男の光は作曲家。23年3月3
日、老衰のため死去。享年88歳。

業績・受賞理由　「芽むしり仔撃ち」（1958
年）は、戦争がいかにして田舎の生活を
かき乱すかを描いた悲劇である。「遅れ
てきた青年」（61年）ではアメリカ占領
下での東京の学生の生活を描く。「個人
的な体験」（64年）には生まれつき脳に
障害を持つ長男・光との暮らしを描く。
「懐かしい年への手紙」（87年）ではダ
ンテの宇宙論と世界観を確信し、森林生
活に文化的基盤を築こうとしたが失敗に
終わる青年を描いた。今日の人類がおか
れた苦境を表現するために、生活と神話
が凝縮されたイメージ世界を詩的に作り
上げた点に対してノーベル文学賞が与え
られ、日本人二人目のノーベル文学賞受
賞者となった。受賞講演では講演テーマ
を、一人目の文学賞受賞者川端康成の
“美しい日本の私”に対して、“あいま
いな日本の私”とし、川端との明確な文
学世界の違いを見せた。その諸作品は20
カ国近い外国語に翻訳され、世界的に知
られる。作風は、戦争や広島、脳に障害
を持つ息子の誕生などに影響を受け、疎
外された生活を描いた作品から、現在と
過去についての半自伝的考察、西洋と日
本の知的伝統の混じり合いへと移行。大
江自身は作風の根底のテーマを “人間の
尊厳”と説明している。
著　作　表現する者―状況・文学新潮社　
1978　◆同時代ゲーム新潮社　1979　◆
「雨の木」を聴く女たち新潮社　1982　
◆核の大火と「人間」の声岩波書店　
1982　◆いかに木を殺すか文春文庫　
1987　◆懐かしい年への手紙講談社　
1987　◆最後の小説講談社　1988　◆新
しい文学のために岩波新書　1988　◆万
延元年のフットボール講談社文芸文庫　
1988　◆小説のたくらみ、知の楽しみ新
潮文庫　1989　◆オペラをつくる　岩波
新書　1990　◆叫び声講談社文芸文庫 
1990　◆自立と共生を語る―障害者・高
齢者と家族・社会三輪書店1990◆みずか
ら我が涙をぬぐいたまう日講談社文芸文
庫 1991 ◆厳粛な綱 
渡り講談社文芸文庫 1991 ◆鯨の死滅す
る日 
講談社文芸文庫 1992 ◆人生の習慣（ハ
ビッ 
ト）岩波書店 1992 ◆壊れものとしての
人間 
講談社文芸文庫 1993 ◆小説の方法岩波書店 
1993 ◆同時代としての戦後講談社文芸文庫 
1993 ◆人生の親戚新潮文庫 1994 ◆大江健三 
郎全作品新潮社 1994 ◆静かな生活講談社文 
芸文庫 1995 ◆日本の「私」からの手紙岩波 
新書 1996 ◆僕が本当に若かった頃講談社文 

カリコー, K.
Kariḱo, Katalin
1955.1.17-

生理学医学賞　2023年アメリカ, ハンガリーの
生化学者
経　歴　1955年1月17日、ハンガリー、ソル
トクに生まれる。父は精肉業。ハンガリー
の伝統校・セゲド大学に進み、RNA（リボ
核酸）合成の研究で博士号を取得。東西冷
戦下の1985年、30歳の時にエンジニアの
夫、2歳の娘と一緒に共産主義体制下に
あった母国を出国、米国に拠点を移す。89
年ペンシルベニア大学医学部助教授、95年
～2009年同大脳神経外科上級研究員、09～
21年同大非常勤准教授、のち非常勤教授。
13年ドイツのバイオ企業ビオンテックに移
籍し、19年上級副社長に就任。22年より同
社外部コンサルタント。この間、21年より
ペンシルベニア大学脳神経外科特任教授、
同年よりセゲド大学教授も歴任。長女のS.
フランシアはボート競技女子エイトの元米
国代表で、08年の北京五輪、12年のロンド
ン五輪と2大会連続で金メダルを獲得し
た。

業績・受賞理由　受賞理由は、「新型コロナに
対するmRNAワクチン開発を可能にした塩
基修飾法の発見」。共同受賞したD.ワイス
マンとK.カリコーはペンシルベニア大学医
学部の同僚であった1997年頃コピー機の前
で偶然知り合うと、m（メッセンジャー）
RNAの医薬品利用を目的とした共同研究を
始めた。mRNAを投与、体内で治療効果の
あるタンパク質、抗原を生成させるという
考えは、投与したmRNAが分解されやす
く、また炎症反応を引き起こすことから実
用化が難しいとされてきた。ワイスマンと
カリコーは2005年、mRNAの構成要素であ
るウリジンを修飾ウリジンであるシュード
ウリジンに置換したRNAを用いることで
Toll様受容体による免疫反応を抑えられる
こと、08年、修飾mRNAが生体内で効率良
くタンパク質を作り出せることを発見する
と、12年、マウスによる動物実験で、高効
率でタンパク質を生成できることを実証、
RNA（mRNA）ワクチンの開発基盤を作る
ことに成功した。20年以降のコロナ・パン
デミックで新型コロナウイルス対策の切り
札として開発されたワクチンにmRNA技術
が用いられ、早期のワクチン開発に大きく
貢献、ノーベル生理学医学賞を受賞した。

収録ずみの受賞者も
最新情報に更新

前版刊行後10年間に
受賞した約130人を追加
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